
 

別紙 1 

法人名  特定非営利活動法人彩の国ママ俱楽部                      

事 業 計 画 書 

事業名  わが子を守るママ達の防災ママ連携構築 事業 

種類 

特定分野事業ネーミング枠 

（あいおいニッセイ同和損害保険（株）地域安全・災害救援支援事

業) 

1．事業の目的 

 

令和元年１０月の台風１９号による河川敷氾濫による水害被害で

東松山市高坂周辺・坂戸市等で当日から現在に至るまで支援活動を

行っている中で最も必要であり役に立った、「わが子を守るママ達

の連携構築」を無駄にせず、今後いつ何が起こるか分からない災害

に備える事を目的とします。 

2．事業で取り組

みたい地域や社

会の課題 

 

台風の被害に合うその瞬間からママ達による衣類・布類・除菌類の

確保に走り被害を受けたご家庭ごとへのサポートに瞬時に入りま

した。現在でも生活支援として支援物資の配布も行っている中で当

時から現在に至るまで、ママ達の地域ごとのネットワークを瞬時に

集約出来た事が復旧活動に役立ったと実感しております、そのうえ

で取り組みたいこと。 

① 台風１９号河川敷氾濫時の水害支援活動で生かされたママ達に

よるネットワークも水害が収まるにつれて危機感も薄れる為、

継続的に不安をあおらず、尚且つ自然と繋がれるネットワーク

を継続し必要性をアピールしながら構築していきたい。 

② 当団体は毎年ボランティアイベントを市民活動センター等でお

こなっているので、子連れのママ達が集まるイベントでの地域

安全支援としての課題を提示し参加ママ達とのレクリエーショ

ンを行いたい。 

③ わが子を守るママ達の防災ネットワークは国内全域でも活用さ

れるべきであると考えます、その為に体験した全ての事柄を取

りまとめて伝えることが私たちの責務である。 

 

3．具体的な事業

内容 

 

１ 毎年行っているボランティアイベント「マザーズ・デイ」にて

子連れのママ達への防災ママ連携構築セミナーを開催 

① 時期  令和４年２月予定 

② 対象者 東松山市周辺の子連れのママ達 

③ 場所  東松山市市民活動センター（予定） 

④ 参加見込み人数  感染症対策として２部に分かれて各部

３０名 

⑤ イベントチラシ東松山市内の幼稚園・保育園・小学校にて配

布 

⑥ セミナー内容 予定としましては、作成した冊子や動画を活



 

用し前回の災害支援の経験を踏まえて災害直後にママ達が

できる連携伝達網の活用方法や地震・水害・山崩れなど数あ

る自然災害に合わせた予備知識を外部講師の方々にご指導

頂きながら、子連れでも聞きやすいセミナーにしていきたい

と考えております。 

 

２ 水害支援活動の成果を取りまとめて冊子を作成し、ホームペー

ジやメルマガ・ハガキ・ＷＥＢ上での発信も強化する。 

① 趣盲 台風１９号河川敷氾濫時の水害支援活動で生か

されたママ達によるネットワークの形成を分析し、子育

て中のママ達にも、より伝わりやすいものにまとめる 

② 支援時の写真や動画も活用し、現在の様子等のお話し頂

ける方の動画を残し資料の一部にする 

③ 時期 １１月頃までにまとめる 

     令和４年２月ボランティアイベントで無料配布、その他

で協賛サロン１５店舗ほどにて３０冊ずつ配布協力を

していただく。 

 

4．具体的な事業

の実施計画 

 

○事業のスケジュール 

時期  

7月 情報収集・事前打ち合わせ 

8月  

9月 結果取りまとめ、動画編集を完了させる。 

 10月  

 11月 冊子「わが子を守るママ達の防災ママ連携強

化術」仮の印刷 

 12月  

1月  

2月 ボランティアイベントにてセミナーの実施 

冊子の無料配布 

 

○広報計画について 

当団体のホームページを更新しＰＲを行っていきます。 

今後作成するリーフレットやチラシを活用する。 

 

 

5．事業の実施 

体制 

総括責任者：代表理事 伊藤えりか 

連絡責任者：理事 金子江美子 

現場責任者：理事 井上玲子 

経理担当者：理事 戸口浩美 

広報担当者：理事 前川由記子 



 

6．来年度以降ど

のように事業を

継続し発展させ

ていくか 

子育て世代の生活支援やボランティアイベントは継続していきま

す。その中で今回の事業で作成する冊子を活用し、子育てママ達へ

のレクリエーションを続けていき、いついかなる時でも心構えや何

かあった時の窓口となれるように備えていきたいと考えています。 

7．今回の事業が

他の団体、行政等

が実施する同種

の事業と比べて

優れていること 

 

令和元年１０月に台風１９号による河川敷氾濫の水害支援をおこ

なっている最中に行政ではできない事（衣類・おむつ・ミルク等支

援金を集めながら企業団体からの支援を頂き）ながら、他団体では

入り込みにくい所まで支援をおこなってきました、子育て中のママ

達の目を通して当団体へと伝達する連絡体制が出来ていたからで

す、瞬時に支援活動を行うことが出来たのは子育て中のママ達との

ネットワークの集約能力に長けていたからでもあります、そのノウ

ハウを県内・県外へのモデルになるよう、今までの経緯を適切に発

信していくべきだと考えております。 

 

 


